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『地域と大学―城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要』投稿規定

１．目的
『地域と大学―城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要（Journal of Josai Community Liai-
son Center）』（以下「紀要」）は、城西大学・城西短期大学地域連携センター（以下「地域連携セン
ター」）ないしは本学の地域活動・地域研究により蓄積された成果を掲載し刊行することにより、地
域連携および地域を舞台とした教育・地域を対象とした研究を促進することを目的とする。

２．発行
（１）紀要は年１回発行する。
（２）紀要の編集は、地域連携センター内に設置する紀要編集委員会（以下「編集委員会」）が取り

扱う。
（３）編集委員会は、編集長１名と編集委員１名以上、および担当事務員１名以上から構成される。
（４）編集長および発行責任者は、地域連携センター所長または副所長とする。
（５）編集委員は、地域連携センター運営委員の中から選任する。

３．投稿・掲載区分
（１）紀要に投稿・掲載する原稿は、ひろく地域に関するテーマで執筆された未刊行のものであり、

以下の①～⑤の区分のものとする。
①論文
②地域調査報告
③地域教育実践報告
④地域活動ノート（１件につきA４サイズ横書き日本語で２頁以内）
⑤その他（地域連携報告、地域情報、地域資料、講演録、書評など）

（２）執筆者は、投稿時に希望の区分を提示する。
（３）使用言語は、区分④以外は特に定めない。
（４）字数または枚数制限および横書き・縦書きは、区分④以外は特に定めない。

４．執筆資格
（１）城西大学・城西短期大学の教職員・事務職員：専任・非常勤を問わず、上記区分の全てを執

筆・投稿することができる。
（２）城西大学・城西短期大学名誉教授および定年退職者：上記区分の全てを執筆・投稿すること

ができる。
（３）城西大学・城西大学大学院・城西短期大学の在学生：上記区分④を執筆・投稿することがで

きる。なお、城西大学大学院博士後期課程在学者は、上記区分③以外の全てを執筆・投稿す
ることができる。
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※その他、卒業生や学外者等であっても、上記の資格者との共著であれば当該区分を執筆・投稿する
ことができる。また、編集委員会が特に認めた者は、単著で執筆・投稿することができる。

５．執筆要領
（１）使用言語および分量は、投稿区分④以外は特に定めない。
（２）文章は原則として黒字だが、特に必要な場合は図・表・写真などにカラーを使うこともでき

る。
（３）申込後、掲載可となった場合は、別に定める区分ごとの「執筆要領・フォーマット」に基づ

いて掲載用原稿を執筆する。
（４）原稿に記載できる共著者の範囲は、「城西大学・城西短期大学研究倫理規定」第１５条（オーサ

ーシップ）の定めるところによる（https://www.josai.ac.jp/media/7-4-1_kenkyu_rinnri_kitei
_replace.pdf）。

６．執筆・掲載の採否
執筆および掲載の採否については、編集委員会が決定する。

７．発行形態および公開
（１）紀要は、電子ファイル（オンライン版）および冊子にて発行する。
（２）電子ファイルは、地域連携センターホームページおよび城西大学機関リポジトリ（JURA）

からインターネット上に公開する。

８．著作権
（１）掲載された著作物の著作権は、著作者が保持する。
（２）掲載された著作物の著作者は、当該著作物に関する複製および公衆送信を編集委員会に対し

て許諾したものとみなす。編集委員会が複製及び公衆送信を第３者に委託した場合も同様と
する。

９．投稿料・原稿料等
（１）投稿者から投稿料は徴収しない。
（２）執筆者に対して、原稿料は支払わない。
（３）執筆者には掲載冊子を１部進呈する。

２０２４年６月
城西大学・城西短期大学地域連携センター 紀要編集委員会
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２０２４年度 城西大学・城西短期大学における地域活動の情報公開

２０２４年度における城西大学・城西短期大学の地域活動は、
下記URLもしくは二次元バーコードよりご覧いただけます。
https://www.josai.ac.jp/lifelong/cooperation/katudouhoukoku/

編 集 後 記

「地域と大学－城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要－」第５号、楽しんでいただけまし
たでしょうか。この紀要は、本学の地域活動の成果を一冊にまとめ、毎年度発行しています。ちょっ
と自慢をしますと、全学部の教員・職員・学生と外部からの投稿があり、多様性に富む紀要となって
います。また、上記二次元バーコードを開いていただければ、本学の多くの地域活動を知っていただ
けます。
同紀要ができるまでの裏側が気になりませんか？編集後記を借りてご紹介させていただきます。年
度初め（春）に、同紀要の前年度の課題を抽出し、具体的な計画や数値目標を定めます。会議などを経
て、いよいよ原稿募集のお知らせを初夏に行います。今回はどんな方が執筆してくださるか、何本投
稿されるかなど、思い巡らせ秋の応募締め切りを待ちます。例年言えることですが、応募者が今年度
はいないのかもとやきもきしていると、締め切り間際になって一斉に応募があり、胸を撫でおろしま
す。執筆可否について会議を行い、今回も全学部の教員・職員・学生と外部からの投稿があったと喜
びます。年初（冬）に原稿の締め切りとなりますが、やはりこちらも締め切り間際に一斉に提出されま
す。２３時５９分に提出という方もいます。いよいよ原稿が出揃い、予算との折り合いです（地域活動な
ので、カラーにはこだわりたい）。執筆者、印刷業者、編集委員と複数回原稿が行ったり来たりして
（執筆者に催促なども行い）、年度末（春）に手塩に掛けた真新しい成果物の“紀要”が誕生します。
多くの方に本学の地域活動を知っていただきたいという思いから、城西大学機関リポジトリJURA、

国立国会図書館に原稿をアップし、公開しています。１年間があっという間に過ぎ、また新たな紀要
を通した春夏秋冬が始まります。
地域という舞台のうえ、一つ一つの活動にドラマがあり、人々との交流があってこそ「地域と大学
－城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要－」が生まれるのだと思います。
協創力の城西の活動をぜひお手にとってご覧ください。そして、また来年度、再来年度と、ずっと
お会いしましょう。

２０２５年３月 地域連携センター事務長 奈良博恵

城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要第５号編集委員会
編集長 庭田文近（地域連携センター副所長・現代政策学部教授）

髙尾浩一（地域連携センター所長・薬学部教授）
奈良博恵（地域連携センター事務長）
渡辺沙織・植木さやか（地域連携センター事務員）
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